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著者 

 

Bamai YA et al. 

調査地域 

 

北海道 

 

調査時期 

 

2003年 2月～2012年 3月に妊娠中の母親を登録し、児を 7歳時点で評価 

 

調査対象 

 

母子出生コホートの７歳時点での検討 

 

依頼数 

 

7歳時点での質問票を 10175人に送付 

 

有効回答数 

または回収率 

 

57.5％(5853 人） 

このうち 2689人を解析 

 

診断方法 

 

ISAACに準拠 

有症率 

 

アトピー性皮膚炎 21.0% 

 

調査概要 

 

北海道の出生コホートにて、妊娠中の Per- and polyfluoroalkyl substances 

(PFAS)への曝露が 7歳時点のアレルギー症状に与える影響を検討している。 


